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◆
第
４
回
町
議
会
定
例
会

　

令
和
２
年
第
４
回
定
例
会

が
12
月
10
日
に
開
催
さ
れ
、

過
疎
計
画
の
変
更
、
指
定
管

理
者
の
指
定
５
件
、
補
正
予

算
７
件
、
意
見
案
１
件
を
審

議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
子
議
員
、
岡
崎
議

員
、
大
野
議
員
、
前
田
議
員
、

中
西
議
員
、
眞
島
議
員
の
６
名

が
一
般
質
問
を
行
い
理
事
者
の

考
え
を
質
し
ま
し
た
。

■
計
画
の
変
更

　

秩
父
別
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
市
町
村
計
画
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

■
指
定
管
理
者
の
指
定

【
秩
父
別
町
交
流
体
験
農
園
】

・
株
式
会
社
秩
父
別
振
興
公
社

　
　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

【
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
ち
っ
ぷ
べ
つ
】

・
北
雄
美
装
株
式
会
社

　
　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

【
秩
父
別
町
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
】

・
株
式
会
社
秩
父
別
振
興
公
社

　
　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

【
秩
父
別
町
米
穀
乾
燥
調
製
貯

蔵
施
設
】

・
北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

　
　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

【
秩
父
別
町
籾
殻
処
理
施
設
】

・
北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

　
　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

■
補
正
予
算

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
で
補

正
さ
れ
た
主
な
事
業

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

４
５
０
万
円

・
留
萌
旭
川
線
バ
ス
運
行
事
業

者
緊
急
支
援
金

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

・
タ
ク
シ
ー
助
成

　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

・
料
飲
店
緊
急
支
援
金

　
　
　
　
　
　
　

２
２
０
万
円

ほ
か
合
わ
せ
て
５
０
１
万
円
を

追
加
す
る
、
一
般
会
計
補
正
予

算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
５
特
別
会
計
の
補

正
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
意
見
案

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地
域
経
済

対
策
を
求
め
る
意
見
書
を
承
認

し
ま
し
た
。

小学６年生議会傍聴（12 月 10 日）

コロナ禍の町内料飲店への

　　　　　　緊急支援金の助成を決定！
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一

般

質

問

（
質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

第
４
回
町
議
会
定
例
会
一
般
質
問
一
覧

◇
金
子
　
利
生
議
員

　
子
ど
も
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
、
応
援
す
る
た
め
の
基
金
を

◇
岡
崎
　
　
稔
議
員

　
人
口
減
少
傾
向
へ
の
防
止
策
や
増
加
策
は

◇
大
野
　
　
敬
議
員

　
災
害
発
生
時
の
避
難
所
に
ペ
ッ
ト
受
入
れ
の
検
討
を

◇
前
田
　
力
男
議
員

　
温
泉
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
検
討
し
て
は

◇
中
西
　
伴
浩
議
員

　
成
人
式
や
卒
・
入
学
式
に
ネ
ッ
ト
利
用
で
の
参
加
を

◇
眞
島
　
秀
樹
議
員

　
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
原
料
の
安
定
確
保
対
策
を

　
　
　
　
　
　
　

　
本
町
で
は
、
一
学
年
一
ク
ラ

ス
が
続
い
て
い
ま
す
。
義
務
教

育
の
９
年
間
同
じ
顔
触
れ
で
変

化
が
な
く
、
新
た
な
変
化
へ
の

キ
ッ
カ
ケ
を
望
ん
で
も
見
つ
け

に
く
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
一
方
、
子
ど

も
同
士
の
人
間
関
係
が
深
ま
り

や
す
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。

　「
少
人
数
だ
か
ら
実
現
で
き

る
」、「
小
さ
い
ま
ち
だ
か
ら
多

く
の
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
」、
こ
の
利
点
を
最
大
限
生

か
し
た
人
づ
く
り
を
行
政
が
担
う

こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
子
ど
も
達

が
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
く
成

長
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
潜
在
能
力
を
引
き

出
す
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
子

を
応
援
す
る
な
ど
、
子
ど
も
達

の
自
主
性
を
高
め
る
た
め
の
基

金
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
と
考

え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

子
ど
も
の
自
主
性
を
引
き
出

す
た
め
の
基
金
創
設
を

質
問

金
子
議
員

答
弁

澁
谷
町
長

　

す
べ
て
の
子
ど
も
達
を
新
し

い
時
代
を
切
り
開
く
主
体
者
と

し
て
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て

社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
大

人
に
育
て
る
こ
と
は
、
い
つ
の

時
代
に
お
い
て
も
大
人
社
会
の

責
務
で
す
。

　

本
町
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納

税
基
金
」
を
活
用
し
、
そ
の
６

割
を
子
育
て
支
援
・
教
育
振
興

に
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

に
お
い
て
も
特
色
あ
る
授
業
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
な
ど
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

議
員
の
質
問
に
あ
る
子
ど
も

達
が
行
う
研
修
・
研
究
へ
の
助

成
、
学
校
で
は
で
き
な
い
学
習

機
会
の
確
保
、
大
学
・
留
学
へ

の
応
援
な
ど
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
基
金
で
事
業
実
施
が
可
能
で

す
が
、
基
金
創
設
は
子
育
て
応

援
宣
言
の
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
す
る
有

効
な
手
段
と
し
て
、
前
向
き
に

検
討
し
、
考
え
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。




